
製品画像

三⽅活栓⾃動切り替え装置により、⼈⼯肺の排出ガスから⾎中ガス
濃度を可視化することに成功

⼤阪府の計測機器専⾨商社がものづくりへ参⼊。これまでにない斬新なアイデアで、体外循環における安全性
と利便性の向上、⼈的作業の省⼒化とコストダウンを実現。11⽉25⽇より販売開始。

株式会社北浜製作所 (本社：⼤阪市中央区、代表取締役社⻑：⻘井和夫、以下キタハマ) は、三菱京都病院 臨床⼯学科

⻑ 篠原智誉⽒との医⼯連携により、三⽅活栓⾃動切り替え装置「EVARECTA™（エバレクタ）」を開発しました。

本製品を、⼈⼯肺ガス排出⼝と⿇酔ガスユニットの間に接続することで、各施設にある既存の⿇酔モニタを利⽤して⾎中

のガス濃度を連続的にモニタリングすることができます。

多くの施設でこのモニタリングが実現すれば、⾝体への侵襲の⼤きい体外循環操作の安全性と、質の向上に⼤きく寄与し

ます。

 

■開発の背景

新型コロナウィルス感染症の拡⼤の中注⽬される

ようになった、ECMOを始めとする⼈⼯⼼肺装置

は、⾎液を体外に取り出して酸素と⼆酸化炭素の

ガス交換を⾏い、体内に戻す「体外循環」操作を

⾏います。体外循環中は、⽣体への酸素運搬量や

消費量、炭酸ガス産⽣量を把握するため、その指

標である⾎中ガス濃度を体外循環回路から採⾎し

、⾎液ガス分析装置で測定しています。しかし、

この⽅法では状態の把握までにタイムラグが⽣じ

、⾮常時への対処が遅れる可能性があります。そ

のため、今⽇では多くの施設が連続⾎液ガスモニ

タでモニタリングしながら灌流量や⼈⼯肺に吹送

するガス流量を調節しています。しかし、この様

な⾎中のガス濃度を連続的にモニタリングする専

⽤機器は⾼価であり、国内で⼤多数を占める500

床以下の中規模病院施設では直ちに導⼊しづらい

のが現状です。保有している施設でも、機器故障時の代替⼿段がありませんでした。

EVARECTA™（エバレクタ）はGDP（Goal Directed Perfusion：⽬標志向型体外循環管理）を追求し、専⽤装置を⽤い

ずとも患者状態の把握に必要な⾎中ガス濃度を連続的にモニタリングすることを可能にします。

■使⽤例

⼈⼯肺の排出ガスポートと⿇酔ガスモニタのサンプリングポートの間にEVARECTA™を接続します。EVARECTA™が駆

動すると⼀定の時間間隔で⼈⼯肺からの呼気CO₂と⼤気を交互に⿇酔ガスユニットへ取り込み、モニタ上に矩形波を描出

させることでETCO₂値として認識させます。
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■製品概要

製品概要

■製品情報サイト https://www.evarecta.com

＊本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。
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当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000089312.html

株式会社北浜製作所のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/89312

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】

株式会社北浜製作所 ヘルスケア医療機器事業部 広報担当：倉⽮

電話：06-6491-8290 携帯：080-6238-5456

メールアドレス：kurayak@kitahama.co.jp FAX：06-6491-8100
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